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【問題Ⅰ】消費者理論に関する以下の問（1）と（2）に答えなさい。 

(1) 𝑥財と𝑦財を消費するある個人の効用関数が 

𝑢(𝑥, 𝑦) = 𝑥𝑦 + 𝑥 + 𝑦 

で示されるとする。𝑥財の価格を𝑃𝑥、 𝑦財の価格を𝑃𝑦、所得を𝐼とし、以下の問a, bに答えなさ

い。 

a) 𝑥財, 𝑦財それぞれに対する需要関数を求めなさい。 

b) ここで、𝑃𝑥 = 10, 𝑃𝑦 = 2, 𝐼 = 16 とする。𝑥財と𝑦財それぞれの最適消費量を求めなさい。 

 

(2) 𝑥財と𝑦財を消費するある個人の効用関数が 

𝑢(𝑥, 𝑦) = 3√𝑥 + 𝑦 

で示されるとする。𝑥財の価格が1、 𝑦財の価格が4であるとき、以下の問a, bに答えなさい。 

a) 所得が84である時の、𝑥財と𝑦財それぞれの最適消費量を求めなさい。 

b) 所得が24である時の、𝑥財と𝑦財それぞれの最適消費量を求めなさい。 
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【問題Ⅱ】２産業、２生産要素で成り立つ以下のような経済を考える。生産技術は規模に 

関して一定であり、生産要素供給は非弾力的であることを仮定する。 

 

生産に関する記号 

産業 生産 
生産要素 

生産物価格 生産関数 
資本 労働 

１ 𝑄1 𝐾1 𝐿1 𝑃1 𝑄1 = 𝐴1𝐾1
𝛽1𝐿1

1−𝛽1 

２ 𝑄2 𝐾2 𝐿2 𝑃2 𝑄2 = 𝐴2𝐾2
𝛽2𝐿2

1−𝛽2 

ここで𝐴𝑖 と𝛽𝑖 は定数とする。 

生産要素に関する記号 

生産要素の種類 生産要素価格 供給 

資本 𝑟 𝐾𝑠 = 𝐾𝑠(𝑟) 

労働 𝑤 𝐿𝑠 = 𝐿𝑠(𝑤) 

 

以下の（1）から（7）すべてに答えなさい。 

(1) 規模に関して一定の概念を説明しなさい。さらにここで仮定されている技術は規模に関し

て一定であるかどうかを示しなさい。 

(2) 生産技術が規模に関して一定であれば、超過利潤はゼロであることを示しなさい。 

(3) 生産要素が非弾力的であるとき、その関数の形について説明しなさい。 

(4) それぞれの産業における生産物一単位当たりの生産要素の需要曲線を求めなさい。 

(5) 生産物価格の関数として、それぞれの生産要素価格を表しなさい。以下を使用すること。 

𝐴̃𝑖 = 𝑙𝑛𝐴𝑖 + 𝛽𝑖𝑙𝑛𝛽𝑖 + (1 − 𝛽𝑖) 𝑙𝑛(1 − 𝛽𝑖)     

あるいは       𝐵̃𝑖 = 𝑙𝑜𝑔10𝐴𝑖 + 𝛽𝑖𝑙𝑜𝑔10𝛽𝑖 + (1 − 𝛽𝑖) 𝑙𝑜𝑔10(1 − 𝛽𝑖) 

(6) 産業１の生産物価格における上昇が生産要素価格に与える影響を示しなさい。 

(7) 資本供給量における増加がそれぞれの産業の生産量に与える影響を示しなさい。 
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出典：ハル・R・ヴァリアン著、佐藤隆三監訳（2015）『入門ミクロ経済学』原著第 9 版、勁草書房 



解答または解答例： 

Sample Answer(s) or Outline： 

問題Ⅰ 

(1)-a): 

需要関数 

𝑥 財:  𝑥 =
𝐼−𝑃𝑥+𝑃𝑦

2𝑃𝑥
 

𝑦 財:  𝑦 =
𝐼+𝑃𝑥−𝑃𝑦

2𝑃𝑦
 

 

(1)-b): 𝑥 =
2

5
, 𝑦 = 6  

 

(2)-a): 𝑥 財の最適消費量: 36, 𝑦 財の最適消費量: 12 

 

(2)-b): 𝑥 財の最適消費量: 24, 𝑦 財の最適消費量: 0 

  

問題Ⅱ 

（1）Fi(Ki,Li) = AiKiβ1Li1−βi and Fi(λKi,λLi) = Ai(λKi)βi(λLi)1−βi = λAiKiβ1Li1−βi = λFi(Ki,Li) 

 

（2）オイラーの定理を使って . を導出する。 

 

（3）KS = K¯ and LS = L¯. 

 

（4）minrK + wK s.t. AKβL1−β = Q 

 

 , . 

 

 

（5） 

 

 

（6）β1 ≠ β2. を仮定する。 

 β1 > β2のとき、  P1 が上昇すれば w 下落 r 上昇 

β1 < β2のとき、 P1 が上昇すれば w 上昇 r 下落 

 

（7） 

 β1 > β2 のとき、 K¯ が上昇すれば、 Q1 上昇 Q2 下落 

 β2 > β1, のとき、 K¯ が上昇すれば、 Q2 上昇 Q1 下落 



 

出題意図： 

Purpose of Question： 

 

ミクロ経済学の基本的な知識を持っていること、標準的な問題を解くことができることを確認

することを意図している。 

 


